Lectures: Urs kindhauser, Soziale Adaquanz und strafbares Unrecht by キントホイザー ウルス & 仲道 祐樹
社会的相当性と可罰的不法　　131
Ⅰ．はじめに
　 1 ．社会的相当性という表現を打ち立てたのは，Hans Welzelであり，彼が























































































（ 1）　訳注：原文の Hosenwörter/trouser wordsは直訳すると「ズボン語」であ
り，「否定主導語」の訳は，J. L. オースティン（丹治信春＝守屋唱進訳）『知
覚の言語　センスとセンシビリア』（勁草書房，1984年）105頁による。これ

























































































































































































































































































































































































































（Prof. Dr. Dr. h.c. mult. Urs Kindhäuser）が，2017年10月 9日の「早稲田大学に
おけるボン大学デー（University of Bonn Day at Waseda）」の一環として比較
法研究所で講演された際の講演原稿の翻訳である。本講演の基となった論文
は，2018年に公刊が予定されている Festschrift für Rudolf Rengierに掲載され
る予定である。講演原稿においては原論文に付されていた注が省略されている
ため，翻訳にあたってもこの形式を維持している。本講演と原論文の内容には
異同がありうるため，学術論文における引用に際しては原論文のみを指示すれ
ば足り，本稿を同論文の翻訳として挙げる必要はない。講演原稿においてイタ
リックで表記されている語には，人名とラテン語を除き，本翻訳では圏点を付
している。
　キントホイザー教授は分析哲学の方法論を用いた規範論研究で世界的にその
名が知られているが，日本での講演は今回が初めてである。当日は多くの参加
者が得られ，キントホイザー教授も日本の刑法学者との議論・交流を楽しまれ
ている様子であった。本講演を快くお引き受けくださったキントホイザー教授
に心から感謝を申し上げる次第である。

